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議 案 の 採 決 状 況

17人

会議種別

◆令和８年 第１回定例会 会期及び審議内容 ※本会議前、議会運営委員会及び全員協議会を実施

※討論とは…議題の案件に対し、採決の前に賛成または反対の意見を表明すること。

午前（10:00～12:00） 午後（13:00～16:00） 議会中継視聴者数傍聴者数会　期

6人・町長行政報告
・一般質問２名

・議案審議
（議案12号～議案17号）
＜予算審査特別委員会設置＞
予算審査特別委員会

・一般質問３名
終了後、各常任委員会

・議案審議
（承認１号～２号、議案２号～11号）

休　会

休　会

休　会

３月４日（水） 本会議

15人0人３月５日（木） 本会議

予算審査特別委員会
各常任委員会
全員協議会

32人0人３月10日（火） 委員会

・予算審査特別委員会報告
・議案審議（議案18号～38号）
・閉会中の所管事務調査報告

10人1人３月11日（水） 本会議

本会議
・
委員会

5人0人３月６日（金）

３月７､８日（土､日） ーー休会

予算審査特別委員会３月９日（月） 28人0人委員会

令和８年 第１回臨時会　議案の採決状況

令和８年 第１回定例会　議案の採決状況
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議案１号 令和７年度舟形町一般会計補正予算
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承認２号

議案２号

議案3～5号

議案６号

議案７号

議案８号

議案９号

議案10号

議案11号

議案12号

議案13号

議案14号

議案15号

議案16号

議案17号

議案18号

議案19号

議案20号

議案21～30号

議案31,32号

議案33号

議案34～36号

議案37,38号

令和７年度舟形町一般会計補正予算の承認

令和７年度舟形町一般会計補正予算の承認

令和７年度舟形町一般会計補正予算

令和７年度特別会計補正予算（国）（後）（介）

令和７年度舟形町下水道事業会計補正予算

舟形町こどもまんなか条例設定

舟形町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例設定

舟形町職員の勤務時間、休暇等に関する条例改正

舟形町特別職の職員の給与に関する条例改正

舟形町一般職の職員の給与に関する条例改正

舟形町定住促進住宅設置及び管理に関する条例改正

令和６年災公共下水道舟形浄化センター放流渠復旧工事請負契約の変更

町有財産の無償貸付け

舟形町過疎地域持続的発展計画の策定

辺地総合整備計画（太折辺地）の策定

新庄最上定住自立圏の形成に関する協定変更

舟形町教育委員会教育長の任命

舟形町教育委員会委員の任命

舟形町固定資産評価審査委員会委員の選任

舟形町農業委員会委員の選任

人権擁護委員候補者の推薦

令和８年度舟形町一般会計歳入歳出予算

令和8年度舟形町特別会計歳入歳出予算（国）（後）（介）

令和８年度舟形町水道・下水道事業会計予算
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すべての議案の採決状況及び正式名称は、
右側QＲコードからご覧いただけます。

＊ 議長は採決に加わらない。

議案第33号　令和８年度舟形町一般会計歳入歳出予算

▼東北農林専門職大学総合プロジェクト事業
▼空き家対策事業
新規就農者アパート建築構想は説明不足
１）東北農林専門職大学関連造成事業費４７６５万円は令和８年度用地購入、造成工事を
　行い、令和９年度に主に卒業生の新規就農者のアパート建築する構想ですが、２年後
　の学生の進路意向は７月に把握予定、建設場所、建物規模、入居対象者など説明不足
　であるため、減額修正すべきであり、反対します。
２）企業立地及び雇用促進補助金３０００万円は数年前から予算化、誘致活動もなく毎年、
　年度末に予算を減額しています。企業立地見通しが明らかになった時点で補正予算に
　計上すべきであり、反対します。伊藤　廣好議員

反対討論

空き家もリノベーションし同時進行が望ましい
　本計画は「ただ建てるだけ」では不十分です。就農初期の孤独を防ぐコミュニティ形
成や、共同経営を担う卒業生ネットワーク、アパートの空きを出さないように卒業生に
は地域おこし協力隊として仮住まいし就農等に繋げる事や、町民も入居可能にするよう
地域融和策が欠かせません。また、アパートを単なる「住まい」ではなく「経営拠点」と
定義し、営農支援と空き家をリノベーションし、セットで同時進行する戦略が必須です。
さらに「仮住まい」で終わらせず、空き家活用等の出口戦略を講じて「定住」へ繋げな
ければ、単なる不動産事業に陥る恐れがあります。将来の経営幹部候補に相応しい、高
度な支援体制こそが求められます。以上の要件が満たされていないことから事業に反対
します。

叶内　昌樹議員

町民が安価で解体できるように

結果は８ページ表の通り、賛成多数により可決されました。

　空き家対策事業について、反対の立場から討論いたします。私はこの事業そのものに
反対するものではありません。しかし、町内業者と町外業者との間に１００万円もの補
助金差を設けることは妥当ではないと考えます。本来この事業は、危険空き家化を防ぐ
ため、町民がより安価に解体できるよう支援するものです。補助額に大きな差を設けれ
ば、町民利益より町内業者支援が優先されかねず、予算案の修正を求め反対します。

小国　浩文議員


